
あいちの木材利用施設事例集

木 の 香 る 都 市 づ く り 事 業

嘉永２年(1849年)に建築された古民家を

改修・再生したシェアリングスペース

ロクノゴジュウナナは、「ひとのうご
き」「ひととのかかわり」「ひとびとのお
もい」を生み出すことを運営ミッションと
している。
施設内は、柱や床板、机やイスにもあい
ち認証材を使用し、表面の仕上げを工夫す
るなどして、五感で木の良さを実感できる
空間にしている。古民家や伝統工法、自然
素材などに関心のある層にも、親しみを
もって利用してもらえるよう工夫している。
また、施設では、イベントを企画し、木
材そのものや、木材を活用した住宅改修、
空き家の活用、木材の産地や林業など、利
用者が木を起点に関心を多面的に拡げられ
るよう運営している。

ロクノゴジュウナナ
常滑市大野町6丁目57番地

構造／木造2階建て

延床面積／163.9㎡

竣工／2021年3月

内装木質化面積／75.37㎡

木材使用量／5.8㎥

                  （うちあいち認証材 5.62㎥）

樹種／スギ、ヒノキ

施主／特定非営利活動法人任

設計・施工／株式会社戸田工務店

2020年度木の香る都市づくり事業活用施設


	スライド 28

